
ハザードマップと
大雨時の防災情報について



洪水ハザードマップ



http://www.komeri-npo.org/record/downpour/3007gouu/h30/06/

倉敷市真備地区

権利の都合上写真の表示はできません。



岡山県倉敷市の真備地区
実際の浸水区域と
ハザードマップの浸水想定区域

内閣府「平成３０年７月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ」資料より



ハザードマップを知っていたか

内容を
理解していた

見たことはある
５１％

知らなかった
２５％

内閣府「平成３０年７月豪雨による水害・土砂災害からの避難に関するワーキンググループ」資料より
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甲府市では、平成18年度作成の洪水ハザードマップを見直し、
新しい洪水ハザードマップを作成しました。（平成31年3月）

５



５段階の警戒レベルの変更
（令和３年５月２０日から）



※1 夜間～翌日早朝に大雨警報（土砂災害）に切り替える可能性が高い注意報は、警戒レベル3（高齢者等避難）に相当します。
※2 「極めて危険」（濃い紫）が出現するまでに避難を完了しておくことが重要であり、「濃い紫」は大雨特別警報が発表された際の

警戒レベル5（緊急安全確保）の発令対象区域の絞り込みに活用することが考えられます。

「避難情報に関するガイドライン」（内閣府）
に基づき気象庁において作成

・ ハザードマップ等により、自宅等の災害リスクを
再確認するとともに、避難情報の把握手段を
再確認するなど。

・ 高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行
動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、
自主的に避難する。

・過去の重大な災害の発生時に匹敵する状況。
この段階までに避難を完了しておく。

・台風などにより暴風が予想される場合は、
暴風が吹き始める前に避難を完了しておく。

・すでに安全な避難ができず、命が危険な状況。いま
いる場所よりも安全な場所へ直ちに移動等する。

※必ず発令される情報ではない

・ 心構えを一段高める
・ 職員の連絡体制を確認

段階的に発表する防災気象情報と防災対応
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甲府地方気象台提供

キキクル
(危険度分布)

http://www.jma.go.jp/
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甲府地方気象台提供



※1 夜間～翌日早朝に大雨警報（土砂災害）に切り替える可能性が高い注意報は、警戒レベル3（高齢者等避難）に相当します。
※2 「極めて危険」（濃い紫）が出現するまでに避難を完了しておくことが重要であり、「濃い紫」は大雨特別警報が発表された際の

警戒レベル5（緊急安全確保）の発令対象区域の絞り込みに活用することが考えられます。

「避難情報に関するガイドライン」（内閣府）
に基づき気象庁において作成

・ ハザードマップ等により、自宅等の災害リスクを
再確認するとともに、避難情報の把握手段を
再確認するなど。

・ 高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行
動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、
自主的に避難する。

・過去の重大な災害の発生時に匹敵する状況。
この段階までに避難を完了しておく。

・台風などにより暴風が予想される場合は、
暴風が吹き始める前に避難を完了しておく。

・すでに安全な避難ができず、命が危険な状況。いま
いる場所よりも安全な場所へ直ちに移動等する。

※必ず発令される情報ではない

・ 心構えを一段高める
・ 職員の連絡体制を確認

段階的に発表する防災気象情報と防災対応
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甲府地方気象台提供

キキクル
(危険度分布)

http://www.jma.go.jp/
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熱海市伊豆山（逢初川）2021年7月4日（翌日）

熱海市伊豆山地区の土石流（7/3 10時半発生）

7月3日09時のキキクル（土砂災害）画面

中部地方整備局ドローン撮影の切り出し

甲府地方気象台提供



濃い紫（極めて危険）が出現すると、道路冠水等で避難が困難な状況となるおそれがあるため、

遅くともうす紫（非常に危険）が出現した時点で河川の現況を確認し、速やかに避難の判断をすることが重要です。

15時30分
濃い紫 【極めて危険】

画像：日田市職員提供（平成29年7月5日）

15時00分
うす紫 【非常に危険】

14時30分
赤 【警戒】

小野川

すでに避難が
困難な状況

「濃い紫」が出現した小野川が氾濫。
芝生に水があふれ、橋にも激流がぶつかっている。
このように「濃い紫」が出現してからでは、
避難が困難となるおそれがある！

川は増水しているが、まだあふれてはおらず、
まだ徒歩での避難も可能な状況。しかし、
危険度分布には「うす紫」が出現しており、
まもなく重大な災害となる可能性が高い。

３時間先までの見通し（予報）として、
危険度分布には「赤」が出現しており、
まもなく重大な災害となる可能性がある。

※水位周知河川等については、氾濫危険情報等の警戒レベル相当情報や、水位計・監視カメラ等で河川の現況も確認し、速やかに避難の判断をすることが重要。

「濃い紫」を待ってはならない小野川(大分県日田市)の洪水事例- 平成29年7月九州北部豪雨
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甲府地方気象台提供



山梨県 雨量・水位情報（http://www3.pref.yamanashi.jp)



川の水位情報 (https://k.river.go.jp)



甲府CATV(NNS)11ｃｈデータ放送



キキクルの画面（スマートフォン）

【土砂災害】 【洪 水】
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危険度分布（キキクル）

甲府地方気象台提供

キキクルの画面（パソコン）



「マイ・タイムライン」とは

マイ・タイムラインとは、台風や大雨など、

いざという時に備え、避難行動について、一
人ひとりが、いつ、どのような行動をするか
をあらかじめ整理しておく、避難の目安とな
る計画です。
事前にマイ・タイムラインを作成し、自分

の避難行動を整理しておくことで、いざとい
う時に慌てずに行動することができます。



○○町の祖父母宅

家の車

３０分

◎避難準備開始 ◎避難開始

★テレビなどで台風の進路を確認

★ハザードマップを再確認

★家族の予定を確認

★庭の点検・片付けをする ★水位情報の確認

★防災アプリで避難情報を確認

★避難しやすい服に着替える

①避難先・避難方
法・かかる時間を
書きましょう。

②避難情報や気象
情報などから、避難
のタイミングを考え
ましょう。

③避難準備の開始、
避難開始のタイミン
グを書きましょう。

④避難開始までに行
わなければならない
ことを書きましょう。

⑤避難準備の際に
確認したことを
チェックしましょう。

★キキクルを確認



まとめ
・地震について

（東海地震の切迫性や被害想定など）

・風水害について
（水害の種類、避難時の方法や注意点など）

・土砂災害について
（土砂災害警戒区域、土砂災害の種類など）

・災害への備え
（情報入手、備蓄、家族との連絡方法）

・ハザードマップと大雨時の防災情報
（ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ、警戒レベル、ｷｷｸﾙ、ﾏｲ･ﾀｲﾑﾗｲﾝ）


